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１．設置の趣旨及び必要性 

（１）理学部理学科の設置の趣旨及び必要性  

富山大学理学部は，旧制富山高等学校を前身とし，昭和52年に文理学部の改組により設

置された。当初は数学科，物理学科，化学科，生物学科及び地球科学科の構成であった

が，平成5年に生物圏環境科学科が設置され，6学科となった。平成30年には地球科学科が

都市デザイン学部の地球システム科学科へと移行し，5学科体制となった。令和4年に生物

圏環境科学科が自然環境科学科に名称変更することにより，理学部は，数学科，物理学

科，化学科，生物学科及び自然環境科学科の5学科からなる体制で現在に至っている。 

理学部は，伝統的な学問体系にある数学と自然科学の教育・研究及びこれらを通した真

理の探究を行う学部として位置づけられ，富山大学理学部は，「自然を律している基本的

な原理や法則を究め，その成果に基づいた教育を行うこと」を使命としている。この使命

のもと，「豊かな人間性と国際的視野及び高い研究能力を有し，リーダーシップをもって

社会で活躍できる人材を育成するため，教養教育を重視するとともに，理学全般の基礎学

力，幅広い視野から課題解決が出来る応用力を培う教育研究を推進する。」という教育目

的のもと，研究者や専門的職業人の育成に努めている。 

理学部の取り組む基礎科学は，時代によって変遷する多様な応用科学においてもその根

幹を形成するものであり，普遍的な学問的価値を有している。一方で，世界規模で勃興す

る分野融合による科学技術イノベーションを踏まえると，自身の専門性を高めながら，理

学の各分野の知見を総合的に活用できる能力も必要となっている。また，学問分野を問わ

ずデータサイエンス（DS）の基礎的素養を身に付けることが求められているが，今後の理

学の発展のためには，DSをそれぞれの専門分野に応用できる人材の育成が急務となってい

る。さらに，革新的医療技術の基盤となる生命科学に関わる人材の育成に加え，カーボン

ニュートラルの達成などの地球規模の環境課題の解決に取り組み，持続可能な社会の実現

に貢献できる人材の育成も急務となっている。これらの課題解決のために，理学の各分野

において，グローバルな視野をもって取り組むことが強く求められている。 

同時に地域の状況を鑑みると，「新・富山県ものづくり産業未来戦略（平成31年3月策

定）」において，デジタルものづくり・ビッグデータ，医薬工連携，環境・エネルギー，

ロボット，高機能素材等が重点化対象に位置付けられており，第2次産業を主体とした工

業が盛んな富山県においてもこのような人材の育成と供給は重要である。富山県内・北陸

地域の自治体・産業界に対してデータサイエンスを活用できる人材，カーボンニュートラ

ルにかかわる人材，及び地域の基幹産業である医薬品製造業に関わる生命科学系人材を供

給していく上で，地域の「知」の拠点たる富山大学が社会に有為な人材を輩出していく必

要がある。また，富山大学では令和４年度に修士課程を改組し，理工学各分野の分野融合

教育を行う理工学研究科に加え，医薬理工の融合系である医薬理工学環や，文理融合系の

持続可能社会創成学環を設置した。これにより，地域随一の総合大学として特徴を生かし
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た横断的な教育を可能とする体制へと生まれ変わり，社会・地域が必要とする高度理系人

材や文理融合系人材を輩出できるようになっている。これらの人材を育成するため，理工

系，医薬理工の融合系および文理融合系の大学院の基礎となる学部の一つである理学部に

おいて一層融合教育を推進し，大学院への円滑な接続を可能とすることも必要である。 

 

富山大学理学部は，これまで基礎科学の教育研究を通じて，科学技術の発展と科学文化

の普及に寄与するとともに，産業・技術など社会の各分野で活躍する人材を輩出してき

た。しかし，今後も理学部が上述の社会のニーズに応えていくうえでは解決すべき課題が

ある。 

現在の理学部の課題は以下の4点である。 

① 現在の理学部は，数学科，物理学科，化学科，生物学科，自然環境科学科の５学科

から編成され，各学科の教育組織や教育課程の独立性が高く，新分野・融合領域に

対応した教育研究や社会的要請がある分野の人材（デジタル人材，グリーン人材，

生命科学系人材）の育成に対応した教育研究を推進するうえで支障がある。 

② 現在の理学部の編成では，グローバルな人材育成に特化し，国際性と語学力向上も

充実させる教育体制を構築することが困難である。 

③ 大学院理工学研究科の改組や，異分野との融合を目指した医薬理工学環，持続可能

社会創成学環の新設により，理学部卒業生が大学院へ進学し，専門的知識を分野横

断的に学修することが可能となったが，現在の５学科構成では，これら融合分野に

進学するための教育が困難である。 

④ 現在の５学科構成では学科の独立性が高いため，入学後に学生の志望とミスマッチ

があっても，分野の再選択が困難である。 

 

上記の課題を解決するために，以下の方針に沿って理学部を改組することが必要であ

る。 

I. 新分野・融合領域に対応した教育・研究を推進するため，特定の専門分野を持ちつ

つも柔軟に理学の各分野の知見を教授し，分野融合教育ができるような教育組織の

再構築 

II. 社会的要請の高いデジタル人材，グリーン人材に必要な知識・技能を身に付けるこ

とができる新たなカリキュラムの構築 

III. 理学分野におけるグローバルな問題に対応できる人材の育成のため，留学を含む英

語教育を強化した履修コースの新設 

IV. 入学後のミスマッチを減らすため，入学後の専門選択が可能な教育課程の構築 

 

上記の方針に沿った，具体的な再編内容は以下のとおり。 

I. 理学の専門分野に加え分野横断的な知識を備え，広い視野を持つ人材の輩出と環境

科学や生命科学の分野において活躍する人材の輩出を目的とし，現在の理学部５学
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科（数学科，物理学科，化学科，生物学科，自然環境科学科）から理学科 1 学科へ

の再編を行う。 

II. 理学科には，数学・自然科学の体系にあわせた数学，物理学，化学，生物科学，自

然環境科学のプログラムに加え，社会実装を強く意識し，データサイエンス科目を

数多く履修させる数理情報学プログラムを設置する。生物科学プログラムでは生物

学に加え，生命科学分野の応用的研究も学ぶカリキュラムとする。デジタル・グリ

ーン等の成長分野への高度専門人材の育成も視野におき，理学の専門分野と分野横

断的な知識を基盤として，データサイエンスや，グリーン科学についての知識を備

え，イノベーションや課題解決に当たることのできる人材を養成する。このため，

理学科のカリキュラムでは，数学・自然科学を体系的に学ぶ教育に加え，データサ

イエンス科目やエネルギー・グリーン科目を横断科目として履修させるとともに，

理学の枠を超えた横断・融合教育や文理融合教育を推進するため学部間共同開講科

目を実施する。 

III. 国際的な視野で課題解決に当たることのできる人材を育成するために，国際機構な

ど全学組織と協力し，理学科に国際コースを設置する。国際コースでは，国際性の

涵養のために，短期留学や留学関連科目を含むカリキュラムとする。そのため，英

語を重視した入試を行うことで，多様な学生を広く募集し，理系の女子学生増加に

も寄与する。 

IV. 学生の志望とのミスマッチを防ぎ，分野間の障壁を下げるため，大括り入試を実施

する。２年次にプログラムを選択することとし，入学後に自身の専門分野の選択を

するレイトスペシャライゼーションに対応した教育体制を整備する。また，プログ

ラム選択後に学生が興味を持つ分野が変わった場合は，プログラムが指定する科目

を履修することで，転プログラムも可能とする。 

 

この理学部の改組により，理学に関する幅広い知識に併せ，数学，数理情報学，物理

学，化学，生物科学及び自然環境科学の各分野の専門知識と技術を持ち，自らの専門分野

に止まらず，専門とは異なる分野の知識を総合的に活用しながら論理的思考により課題解

決を通して，社会に貢献できる人材を養成する。また，数学，数理情報学，物理学，化

学，生物科学及び自然環境科学の各分野の専門知識や技術を身に付けるとともに，国際的

な視野で課題解決に当たり，情報を発信できる人材を養成する。その課程において以下の

ような社会のニーズに応える専門職業人や研究者を育成する教育を行う。 

①現代社会の課題解決に対応できる，幅広い知識およびデータサイエンスについての基

礎的素養を活用した応用能力を十分に備え，理学の各専門分野の知識と専門とは異な

る分野の知識を総合的に活用しながら論理的思考により課題を解析し，課題解決を行

う事ができ，かつ理学の各分野の枠を超えた幅広い視野を持ち，基礎から応用を目指

した生命科学分野や，現代社会の文理の枠を超えて取り組むカーボンニュートラルの

達成などの環境科学分野において課題解決を行う事ができる人材を育成する教育 
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②さらに，グローバルな課題の解決を確かな語学力によるコミュニケーションと論理的

思考により地域社会と世界に貢献できる人材を育成する教育 

 

（２）養成する人材像及び３つのポリシー 

理学部理学科の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー），教育課程編成・

実施の方針（カリキュラムポリシー）及び入学者受入れの方針（アドミッションポリシ

ー）は資料１のとおりである。養成する人材像及び 3 つのポリシーの各項目との関係は以

下の表のとおりである。 

 

養成する人材像 

理学に関する幅広い知識に併せ，数学，数理情報学，物理学，化学，生物科学及び自

然環境科学の各分野の専門知識と技術を持ち，自らの専門分野に止まらず，専門とは異

なる分野の知識を総合的に活用しながら論理的思考により課題解決を通して，社会に貢

献できる人材。また，数学，数理情報学，物理学，化学，生物科学及び自然環境科学の

各分野の専門知識や技術を身に付けるとともに，国際的な視野で課題解決に当たり，情

報を発信できる人材。 

幅
広
い
知
識 

ディプロマ・ポリシー 自然科学のみならず，人文科学や社会科学に関する広い

知識を修得し，それを自立した市民として社会に活かす

能力と，生涯にわたって学修意欲を持って自己研鑽する

能力を身に付けている。 

カリキュラム・ポリシ

ー 

自然科学のみならず人文科学や社会科学に関する広い知

識に加え，外国語・情報処理に関する基礎的能力を修得

し，それを自立した市民として社会に活かす能力と新た

な知識獲得のための学修を継続できる能力を養う。 

 

アドミッション・ポリ

シー 

高等学校までの基礎学力を持ち，自然科学のみならず，

人文科学や社会科学に関する広い知識を修得しようとす

る意欲を持つ人 
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専
門
的
学
識 

ディプロマ・ポリシー 理学の各専門分野に関する原理や法則，知識や技術を体

系的に修得し，専門分野のみならず，異分野に関する知

識も総合して，専門知識を幅広く活用する能力を身に付

けている。 

カリキュラム・ポリシ

ー 

理学の各分野の基本的な原理や法則を理解し，知識や技

術を体系的に修得するとともに，専門分野の枠を超えた

異分野の知識も総合して活用する方法を学ぶ。 

アドミッション・ポリ

シー 

高等学校で学習する数学及び理科についての基礎学力を

有し，理学の各専門分野に関する原理や法則，知識や技

術を体系的に修得しようとする意欲を持つ人 

問
題
発
見
・
解
決
力 

ディプロマ・ポリシー 理学の基本的な原理や法則を理解し，論理的思考により

自ら問題を発見し，自らの持つ知識を総合して，解決に

向けた取組ができる能力を身に付けている。 

カリキュラム・ポリシ

ー 

専門的知識・技能を活用し，他者と協調しながら課題を

探求し解決する能力や創造力を養うとともに，論理的思

考力と応用力を培う学修を実施する。 

アドミッション・ポリ

シー 

強い好奇心・探求心に基づいて科学の諸課題を発見し，

自ら学ぶ姿勢を通じて解決したいという意欲を持つ人 

社
会
貢
献
力 

ディプロマ・ポリシー 社会の一員としての責任と倫理観を持って主体的に行動

し，地域と国際社会に貢献する能力を身に付けている。 

カリキュラム・ポリシ

ー 

「幅広い知識」，「専門的学識」，「問題発見・解決

力」及び「コミュニケーション能力」の獲得に資する

様々な学修を基盤とし，少人数による対話形式の授業や

実験・演習により，地域や国際社会への貢献力・チーム

ワーク力，協調性と自主性及び責任感を身に付ける学修

を実施する。 

アドミッション・ポリ

シー 

社会の一員としての責任や倫理観を持って主体的に行動

し，地域と国際社会に貢献しようとする意欲を持つ人 
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

ディプロマ・ポリシー  国際的に活躍するために必要な専門的語学力を持ち，

自分の考えを適切に伝えるとともに他者の考えを理解

し，多様な人々と協調・協働できる能力を身に付けてい

る。 

カリキュラム・ポリシ

ー 

国際的に活躍するために必要な専門的語学を学ぶ。自分

の考えを適切に伝えるとともに他者の考えを理解し，多

様な人々と協調・協働する方法を学ぶ。 

アドミッション・ポリ

シー 

国際社会で求められる専門的語学力の修得に意欲を持

ち，自分の考えを適切に伝えるとともに他者の考えを理

解し，多様な人々と協調・協働しようとする意欲を持つ

人 

 

（３）研究対象とする主たる学問分野 

①数学プログラム 

本プログラムは，数学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，代数学，幾何学，解析学の各テーマを網羅している。 

 

②数理情報学プログラム 

本プログラムは，数理情報学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，データ解析，応用数理の各テーマを網羅している。 

 

③物理学プログラム 

本プログラムは，物理学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，粒子物理学，場の量子論，低温物理，凝縮系物理学，不規則

系物理学，放射光物理，多体問題，分光学，原子分子物理学，量子エレクトロニクス，

重力波物理学の各テーマを網羅している。 

 

④化学プログラム 

本プログラムは，化学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，触媒材料化学，光化学，分光化学，溶液化学，構造無機化

学，生物無機化学，固体有機化学，有機合成化学，有機金属化学，生体機能化学，生体

分子工学，放射性同位体化学，クリーンエネルギーナノ材料科学，クリーンエネルギー

固体材料科学，水環境計測の各テーマを網羅している。 

 

⑤生物科学プログラム 

本プログラムは，生物科学を主たる学問分野としている。 
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教育する個別の分野は，細胞生物学，動物生理学，比較内分泌学，時間生物学，共生

機能科学，生体制御学，生体機能調節学，情報伝達物質化学，分子育種学，進化遺伝

学，生態発生学，動物病態生理学，植物科学の各テーマを網羅している。 

 

⑥自然環境科学プログラム 

本プログラムは，環境科学を主たる学問分野としている。 

教育する個別の分野は，環境化学，環境化学計測，環境無機反応論，環境水質，水圏

化学，同位体地球化学，環境生物学，環境微生物学，植物生態学，環境植物生理学，生

態学，進化生物学，微生物生態学，生物統計学の各テーマを網羅している。 

 

２．理学部理学科の特色 

現在の理学部５学科（数学科，物理学科，化学科，生物学科，自然環境科学科）を，理

学科 1 学科に再編する。理学の専門分野の教育を行うため，自然科学の伝統的な学問体系

に対応する数学，物理学，化学のプログラムを置き，さらに生物学に加え生命科学分野の

応用的な知識及び技術を学ぶ生物科学プログラムを置く。また，持続可能社会の実現に重

要となる物理学，化学，生物学，地球科学を基礎とした環境科学を学ぶ自然環境科学プロ

グラム及び基礎的な数学を基盤として社会実装を意識したデータサイエンスを学ぶ数理情

報学プログラムを設置する。この 6 プログラム（数学，数理情報学，物理学，化学，生物

科学，自然環境科学）の設置により，理学科では各分野の専門分野の教育とともに，分野

横断的な教育も可能となる。分野横断的な教育としてデータサイエンス，グリーン科学お

よび他学部との連携科目の教育を充実させることにより，社会的ニーズが高まっている，

データサイエンス分野，グリーン科学分野および生命科学分野などの人材育成を強化する

ことができる。 

また，国際コースの設置により，語学力を備え，国際的な視野で課題解決に当たること

のできる人材も育成する。 

 

理学科の専門教育の柱となる領域に対応する6プログラムの特色は以下のとおりであ

る。  

①数学プログラム 

数学に関する深い学びにより，数学的な思考能力を涵養し，社会の様々な要求に柔軟

に対応し得る思考力を身に付けるため，数学系の専門科目を修得する。加えて，理学部

共通科目及び横断科目を修得することにより理学に関する幅広い教育を行う。 

②数理情報学プログラム 

情報化社会で必要なデータサイエンスやプログラミングの基盤となる数学の基礎的素

養及び情報学の素養を身に付けるため，数学系，データサイエンスを含んだ情報系の専

門科目を修得する。加えて，理学部共通科目及び横断科目を修得することにより理学に

関する幅広い教育を行う。 
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③物理学プログラム 

自然の仕組を理解するために不可欠である物理学を基礎から着実に習得し，物理学的

な広い視野に基づいた問題解決能力及び応用力を身に付けるため，物理学系の専門科目

を修得する。加えて，理学部共通科目及び横断科目を修得することにより理学に関する

幅広い教育を行う。 

④化学プログラム 

自然界の多様な物質の構造，物性，反応を原子分子レベルの観点から理解するための

幅広い専門的知識と化学的方法論を身に付けるため，化学系の専門科目を修得する。加

えて，理学部共通科目及び横断科目を修得することにより理学に関する幅広い教育を行

う。 

⑤生物科学プログラム 

生物学の専門知識と技術に加え，生命現象の普遍性と多様性やそれらの進化的意義及

び生命の尊厳を深く学ぶと共に生命科学分野の応用的な知識及び技術を身に付けるため

生物科学系の専門科目を修得する。加えて，理学部共通科目及び横断科目を修得するこ

とにより理学に関する幅広い教育を行う。 

⑥自然環境科学プログラム 

物理学，化学，生物学，地球科学を基礎とした環境科学について学び，地球環境の大

切さを科学の目を通して理解するとともに，環境科学について高度で幅広い知識及び思

考力を身に付けるため，環境科学系の専門科目を修得する。加えて，理学部共通科目及

び横断科目を修得することにより理学に関する幅広い教育を行う。 

 

３．学部・学科等の名称及び学位の名称 

（１）学部学科の名称及び理由 

学部の名称は理学部とする。学科の名称は理学の教育研究領域をカバーすることから，

理学科とする。理学科の下に 6 つの専門分野に関連して専門的な教育研究を行う 6 つの

プログラムを置く。学部・学科及びプログラムの名称と英語表記を以下に示す。 

①学部名  

理学部    School of Science  

②学科名  

理学科    Department of Science  

③プログラム名  

数学プログラム  Program of Mathematics 

数理情報学プログラム  Program of Mathematics and Informatics 

物理学プログラム   Program of Physics 

化学プログラム   Program of Chemistry 

生物科学プログラム  Program of Biological Science 

自然環境科学プログラム  Program of Natural and Environmental Sciences 
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（２）学位の名称及び理由 

理学部理学科の6つのいずれのプログラムにおいても理学の各専門分野の教育研究を

行うことから，6つのプログラムのすべてにおいて，授与する学位の名称は，「学士

（理学）」とし，英語表記は「Bachelor of Science」とする。 

 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 

（１）教育課程の編成の考え方 

理学部は理学科の１学科から構成され，学科内に専門的な教育研究分野に対応した6

つのプログラム（数学プログラム，数理情報学プログラム，物理学プログラム，化学プ

ログラム，生物科学プログラム，自然環境科学プログラム）を設ける。理学部理学科の

教育課程では，高い専門性とともに幅広い分野横断的な視野と知識を身に付け，社会で

活躍するうえで必要なデータサイエンス，グリーン科学の知識や，グローバル化に対応

できる諸能力を身に付けられるように，各科目群を設定している。 

学生は，１年次に教養教育科目と理学部共通科目を学んだ後，２年次に専門分野とし

てプログラムを選択し，自プログラムのプログラム専門科目（プログラム基盤科目，プ

ログラム発展科目）により専門分野に関する知識を学んで専門性を高めていくととも

に，他プログラムのプログラム基盤科目の修得により幅広い学識を身に付ける。また，

横断科目として開講するデータサイエンスやエネルギー・グリーン科学に関する科目や

他学部と連携した科目を，プログラム横断的に履修し，自然科学の幅広い素養を身に付

けるとともに，社会的要請の高い分野の知識・技能を修得する。また，自由選択科目と

して，他学部の科目を履修することで，理学を越えて幅広い分野の教育も受けることが

できる。４年次には各プログラムの卒業研究を履修し，専門分野の知識をもって，専門

的な課題に取り組む能力を養成する。 

  理学科の教育課程では，2年次から国際コースを選択することもできる。国際コース

では，プログラム専門科目，横断科目，自由選択科目に加えて，国際化対応科目を履修

して，語学力と国際性を身につける。 

履修に当たっては，１年あたりの履修上限を設けるCAP制を導入し，各科目を充分理

解しながら学修を進められるようにしている。また，１年次の理学部共通科目の履修に

当たっては，高校段階の理科科目の学習状況の違いを考慮して，大学教育への橋渡しと

なる講義（各分野の概論Ⅰ）を設け，高校から大学への学びをスムーズに行えるように

する。理解が不十分な学生には補習などの補助的手段によって，学習の理解を促すこと

も予定している。 

 

（２）教育課程の編成及び特色 

教育課程は，1年次に理学科共通で行う教育と2年次以降にプログラムごとで行う専門

教育及びプログラムの枠を超えた融合教育から構成している。 

１年次に理学科で共通して行う教育には，教養教育科目と理学部共通科目がある。 
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２年次以降にプログラムごとに行う教育には，プログラム専門科目がある。 

また，２年次以降にプログラムの枠を超えて行う融合教育には，横断科目と，国際コー

スを選択した学生が履修できる国際化対応科目がある。なお，融合教育は理学科共通で

実施する。 

さらに，分野の枠を超えて幅広い学修を行う自由選択科目が含まれている。 

１）理学科で共通に行う教育 

理学科で共通に行う教育では，幅広い教養を身に付ける教養教育科目と，理学部の各

プログラムでの基礎となる知識を身に付ける理学部共通科目を配置する。これらの科目

は，学位授与の方針に示されている「自然科学のみならず，人文科学や社会科学に関す

る広い知識を修得し，それを自立した市民として社会に活かす能力と，生涯にわたって

学修意欲を持って自己研鑽する能力」とともに「国際的に活躍するために必要な専門的

語学力を持ち，自分の考えを適切に伝えるとともに他者の考えを理解し，多様な人々と

協調・協働できる能力」，「理学の各専門分野に関する原理や法則，知識や技術を体系

的に修得し，専門分野のみならず，異分野に関する知識も総合して，専門知識を幅広く

活用する能力」の基礎を身に付けることを主な目的とする科目である。 

平成14年の中央教育審議会答申「新しい時代における教養教育の在り方について」に

指摘されているとおり，大学の教養教育は知的訓練の中核と位置づけられ，知的活動の

方法や，地域社会・異文化との交流，専門分野にとらわれない幅広い知識や考え方を学

ぶ機会となる必要がある。教養教育科目だけでは身に付けることができない内容をカバ

ーするため，理学部理学科では，理学部共通科目の理学部入門と各分野の概論Ⅰ及び理

学部データサイエンスⅠを必修科目とし，大学での知的活動の方法や，理学部の分野全

般を横断的に学ぶとともにデータサイエンスの基礎を身に付ける機会を設けている。 

理学科で共通に行う教育は１年４ターム制に基づいて開講される。理学部では１年次

に，２年次以降の学修を支える科目を集中的に履修する。なお，これらの科目は学生の

興味・関心に応じて，２年次以降も履修可能である。 

各科目の詳細は以下のとおりである。 

①教養教育科目 

人文・社会科学分野及び自然科学分野の幅広い教養を育む科目が分野ごとに選択必

修となっている。さらに，英語とデータサイエンスの科目がともに必修科目である。

基本的に１年次に履修するが，２年次以降も履修可能である。 

②理学部共通科目 

理学部入門：大学で学ぶための基礎技能を養成するとともに，理学系分野への関心

を高め，理学部で学ぶ意識を高めることを目的とした必修科目。 

理学部データサイエンスⅠ：理系におけるデータサイエンスの基礎を学ぶことを目

的とした必修科目。 
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概論科目：理学系の各分野の基礎を学ぶ科目。数学，物理学，化学，生物科学，自

然環境科学の５分野で概論Ⅰ～Ⅳが開講され（自然環境科学分野は概論

Ⅰ，Ⅱ），概論Ⅰは5分野すべてが必修となっている。基本的には，１

年次に履修するが，２年次以降も履修可能である。 

TOEIC英語e-learning：就職活動のパスポートと言われるTOEIC L&Rテストのス 

コアを伸ばすことを目標とする。 

科学のための数学：科学を学ぶ上で必要不可欠な数学の内，初等的な数学の概念及 

びそれらの使い方を講義する。 

力学序論：物理学体系の中でも極めて重要な概念である「古典力学（ニュートン力 

学）」の基礎を講義する。授業を通じて自然現象，特に力学的現象を数 

理的に扱う手法を学ぶ。 

生物科学入門：最先端の研究テクニックや研究成果を踏まえ，生物が示す多様な生

理生態情報や生命現象に対する理解を深めると共に，生物学的なも

のの見方と考え方を身につける。 

 

２）プログラムごとに行う教育 

プログラムごとに行う教育の科目は学位授与の方針に示されている全ての能力の育成

に関わる重要な科目である。プログラムの専門についての教育を行うためにプログラム

（数学プログラム，数理情報学プログラム，物理プログラム，化学プログラム，生物科

学プログラム，自然環境科学プログラム）ごとに学ぶプログラム専門科目（プログラム

基盤科目，プログラム発展科目(卒業研究を含む)）からなる。これらの科目は１年４タ

ーム制に基づいて開講され，２年次以降に履修する。 

プログラム専門科目 

プログラム基盤科目，プログラム発展科目から構成される。 

ア プログラム基盤科目： 

各分野の基盤的な内容を学び，選択したプログラムに関する専門性を高める。プ

ログラムの分野に応じて科目群（数学，数理情報学，物理学，化学，生物科学，自

然環境科学）を設定しており，学生は２年次に選択したプログラムの基盤科目の授

業科目を履修する。プログラムごとに，必修科目や選択必修科目を設定しており，

２年次から３年次にかけて履修する。さらに，幅広い理学の学識を身に付けるため

に，選択したプログラムとは異なるプログラムの基盤科目も履修する。 

イ プログラム発展科目： 

各分野の発展的な内容を学び，選択したプログラムの分野の高度な専門的学識を

身に付ける。プログラムに応じて科目群（数学，数理情報学，物理学，化学，生物

科学，自然環境科学）を設定しており，学生は２年次に選択したプログラムの発展

科目の授業科目を履修する。プログラムによって，必修科目や選択必修科目を設定

しており，２年次第３タームから３年次にかけて講義科目や実験・実習科目を中心
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に履修する。4年次には各専門分野の総合的な能力を身に付ける卒業研究を履修す

る。各プログラム（数学，数理情報学，物理学，化学，生物科学，自然環境科学）

において，４年次進級時に指導教員を決定し，卒業研究を行う。 

 

３）プログラムの枠を超えて理学科全体で行う教育 

プログラムの枠を超えて理学科全体で行う教育として，横断科目，国際化対応科目

（国際コースのみ）があり，これらの科目は１年４ターム制に基づいて開講され，２年

次以降に履修する。また，幅広い学修を促す自由選択科目は，１年次から３年次で履修

する。 

 

①横断科目 

プログラムの枠を超えた幅広い学識及び，社会で活躍するための素地を身に付ける

科目として以下の科目を設ける。 

ア 理学部データサイエンス科目（理学部データサイエンスⅡ，理学部データサイ 

エンスⅢ） 

イ エネルギー・グリーン科目（地球生命環境理学AB，クリーンエネルギー科学 

AB，放射線基礎学AB，宇宙物理学序論） 

ウ 学部間共同開講科目（地方創生環境学AB（経済学部），文理融合データサイエ

ンス（経済学部），サステイナビリティ学（経済学部），ファーマメディカルエ

ンジニアリング入門（工学部），東西医薬学入門（和漢医薬学研究所），認知・

情動脳科学概論（医学部，薬学部），全学横断PBL（都市デザイン学部）） 

エ キャリア科目 （情報と職業，理系キャリアデザイン，学外体験実習，科学コ

ミュニケーションⅠⅡ，科学ボランティア活動） 

横断科目のうち６単位（国際コースは２単位）を選択必修とする。２年次から３年

次にかけて履修する。 

 

②国際化対応科目 

語学力と国際性を身に付ける科目として以下の２科目を設ける。 

・海外留学に必要な語学力を身に付ける「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」（２単

位） 

・海外留学を行う「海外研修」（６単位） 

国際コースの学生は国際化対応科目を必修とし，２年次以降に履修する。 

 

③自由選択科目 

 幅広い分野を学ぶため1年次から3年次で履修する。学生の興味関心に応じ，分野を

指定せずに，理学科の専門科目や他学部の専門科目の幅広い学修を促す。その中で

も，各分野の社会実装に関わる知識を身に付けるために，2年次以降に他学部（工
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学部・都市デザイン学部・教育学部・経済学部・医学部・薬学部・芸術文化学部）

の科目履修を推奨する。 

  なお，理学部理学科のカリキュラムマップは，資料２を参照 

 

５．教育方法，履修指導方法及び卒業要件 

（１）教育方法 

理学部の教育に当たっては，原則，対面式の授業を行う。授業の規模については，講

義科目のうち，理学部の分野横断的な科目（理学部共通科目，横断科目）では，理学部

の 1 学年全員（約 200 名）までの受講を想定した大規模な授業となっている。プログラ

ム専門科目ではプログラムの１学年全員（約 40 名）の規模の授業を行う。演習，実験

科目ではプログラムの１学年全員（約 40 名）を上限として，必要に応じて少人数のグ

ループに分かれた少人数教育を行う。卒業研究では各研究室に４名程度までの学生を配

属し，指導教員がマンツーマンで指導をする。 

 

なお，必要に応じて，遠隔授業など多様なメディアを利用した授業を行う。多様なメ

ディアを利用して授業を行う場合の単位は，卒業要件単位 124 単位以上のうち，60 単位

までを卒業要件単位として認定する。 

理学科の教育方法を以下に示す。  

１年次から４年次にかけて，専門性を徐々に高めるように教育課程を編成している。

教育課程は４ターム制に従って開講する。 

１年次では，教養科目及び理学部共通科目を開講し，いずれの学生も基本的に同一の

教育が受けられるよう編成する。なお，２年次以降でも理学部共通科目は履修可能であ

る。 

２年次進級時にプログラムを選択し，専門的な教育を実施する。なお，プログラム選

択に当たっては，各プログラムの実習室の人数制限から各プログラムに即した上限人数

を設定するため，人数調整を行う場合がある。 

２年次，３年次では主としてプログラム専門科目と横断科目を履修する。プログラム

専門科目では少人数教育等を行い分野の専門性を高め，横断科目ではプログラムの分野

の枠を超えた幅広い知識を身に付ける。 

４年次への進級には各プログラムで進級要件を設定しており，進級要件を満たしてい

る場合に，４年次に進級し卒業研究を履修する。 

４年次進級後は各プログラムの教員１名以上が指導教員となり，卒業研究を行い，理

学科における教育の仕上げを行う。  

 

国際コースでは，国際化対応科目の英語コミュニケーションを修得後，海外研修を２

年次以降に必修科目として実施する。なお，プログラムごとに必修科目を開講しないタ

ームを設けたり，必修科目の開講年次を増やしたりするなど，国際コースの学生が海外
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研修を行っても適切に単位を取得し４年で卒業が可能となるようなカリキュラム編成と

する。 

（２）履修指導方法 

個々の授業科目に対する学生の十分な学修時間を確保するために CAP 制を設定す

る。学内と事前事後の学修時間が十分確保できるように，各年次の登録上限単位数を定

めている。各学年の上限単位数は以下のとおりである。１年次：50 単位，２年次：44

単位，３年次：44 単位，４年次：44 単位 

これらの単位は，1 週間あたり 11～13 コマ以内の履修量で，1 週間で学修する事前事

後の学修時間を十分確保できるものとなっている。 

他大学において履修した授業科目については，60 単位を超えない範囲で，本学で履修

したものとして認定する。 

外国人留学生については，在籍管理は事務（教務）担当者が行い，入学後の履修指

導，生活指導等については，助言教員が助言，指導を行う。その他，外国人留学生に対

する補助のため学生チューターの採用も行っている。 

  養成する具体的な人材像ごとの履修モデルは資料３のとおり。 

理学科の履修指導は，学生1名あたりに１名の助言教員を配置し，１年次の共通教育

の段階と2年次以降のプログラム選択後のいずれにおいても，適切な指導・助言を行

う。基本的に，１年次に助言教員１名を充て，プログラム選択の相談と履修指導に当た

る。２年次以降は選択したプログラムの担当教員が履修指導を引き継ぐ。４年次では卒

業研究の指導教員が指導を行う。各年次で実施する具体的な履修指導の内容は次のとお

りである。 

１）１年次の履修指導

入学後のオリエンテーションで，助言教員は，教養科目と理学部共通科目とをバラ

ンス良く履修できるよう履修指導を行う。タームの終了時には学生の成績を確認し，

成績不振の学生に対して適切な指導・助言を行う。 

２年次進級時のプログラムを選択に際して，助言教員は１年次の終了前に学生と面

談し，学生の希望に応じて適切な指導・助言を行う。原則として，プログラム選択は

学生の希望に従って実施するが，プログラムの希望に偏りが発生して，プログラムの

上限人数を超えた場合は，成績などに基づき人数調整を行う場合がある。 

２）２年次から 3 年次の履修指導

２年次からプログラムに属してプログラムごとの教育を開始する。プログラムの担

当教員は，助言教員から学生の履修指導を引き継ぎ，各プログラムにおいて適切にプ

ログラムごとの教育を履修するように指導する。また，他プログラムや他学部の科目

についても，学生の希望に応じて適切かつ体系的な履修ができるよう助言する。 
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４年次進級にあたっては，進級要件を設定する。各プログラムの指導教員は，学生

の単位修得状況と進級要件を確認し，進級できるよう助言する。進級できない場合

は，次年度（以降）の進級を目指し，適切な受講計画を立てるよう指導する。 

３）４年次の履修指導 

卒業研究の指導教員は，学生の単位修得状況を確認し，単位修得状況が十分でない

学生に対して適切な指導・助言を行う。 

 

（３）卒業要件 

理学科を卒業するためには，国際コース以外の学生は，教養教育科目28単位以上と理

学部共通科目16単位以上を修得し，プログラム専門科目（プログラム基盤科目及びプロ

グラム発展科目）62単位以上，横断科目6単位以上，自由選択科目12単位以上を修得し，

合計で124単位以上を修得する必要がある。  

国際コースの学生は，教養教育科目28単位以上と理学部共通科目16単位以上を修得し，

プログラム専門科目（プログラム基盤科目及びプログラム発展科目）60単位以上，国際

化対応科目8単位，横断科目2単位以上，自由選択科目10単位以上を修得し，合計で124

単位以上を修得する必要がある。 

理学部共通科目のうち，理学部入門A・B，理学部データサイエンスⅠ及び概論Ⅰ

（数学，物理学，化学，生物科学，自然環境科学）の各1単位の8科目は，それぞれ，大

学における理学の学びを理解する科目（理学部入門A・B），データサイエンスの基礎

を学ぶ科目（理学部データサイエンスⅠ）及び理学の各分野の基礎をすべて学ぶための

科目群（概論Ⅰ）であることから，いずれのプログラムを選択しても必須であるため必

修科目とする。理学部共通科目は，必修科目も含めて16単位以上修得する必要がある。 

プログラム専門科目では，学生が選択したプログラムのプログラム基盤科目やプログ

ラム発展科目のうち，プログラムの学問分野の基盤となる必須な内容にかかわる科目は

必修科目として履修する必要がある。さらにプログラム基盤科目では，選択したプログ

ラム以外のプログラム基盤科目（他分野）を4単位（国際コースでは2単位）以上履修す

る必要がある。４年次の卒業研究は，卒業研究の成果を評価して単位を認定する科目で

あることから1年間の卒業研究に必要な学修を考慮して12単位とし，全プログラムにお

いて必修とする。また，横断科目では，6単位（国際コースでは2単位）以上を履修する

必要がある。 

プログラム専門科目については，基盤を重視する積み上げ型の学問分野あるいは幅広

い分野をカバーする学問分野といった各プログラムの学問分野の違いを反映して，基盤

科目と発展科目の単位数や必修科目と選択科目の単位数は，プログラムごとに異なって

いる。 
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理学部理学科（国際コース以外）の卒業要件 

科目 区分 単位 

教養教育科目 
必修 ６単位 

選択 22単位以上 

理学部共通科目 
必修 ８単位 

選択 ８単位以上 

プログラム専門科目 

（基盤科目・発展科目） 

必修 62単位以上※（卒業研究12単位を含む） 

うち４単位は他プログラムの基盤科目 選択 

横断科目 選択 6単位以上 

自由選択科目 選択 12単位以上 

計  124単位以上 

 

※各プログラムにおけるプログラム専門科目（62単位）の卒業要件は以下のとおり。 

プログラム 区分 プログラム基盤科目 プログラム発展科目 

数学 

 
必修 ６単位 12単位 

選択 
20単位以上 

（他プログラム4単位含む）  

24単位以上 

（選択必修2単位含む） 

数理情報学 
必修 ４単位 12単位 

選択 
22単位以上 

（他プログラム4単位含む）  

24単位以上 

（選択必修2単位含む） 

物理学 
必修 20単位 22単位 

選択 
６単位以上 

（他プログラム4単位含む） 
14単位以上 

化学 
必修 21単位 24単位 

選択 
４単位以上 

（他プログラム4単位含む）  
13単位以上 

生物科学 
必修 22単位 12単位 

選択 
４単位以上 

（他プログラム4単位含む）  

24単位以上 

（選択必修6単位含む） 

自然環境科学 
必修 24単位 24単位 

選択 
４単位以上 

（他プログラム4単位含む）  
10単位以上 
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理学部理学科（国際コース）の卒業要件 

科目 区分 単位 

教養教育科目 
必修 ６単位以上 

選択 22単位以上 

理学部共通科目 
必修 ８単位以上 

選択 ８単位以上 

プログラム専門科目 

（基盤科目・発展科目） 

必修 60単位以上※（卒業研究12単位を含む） 

うち2単位は他プログラムの基盤科目 選択 

横断科目 選択 ２単位以上 

国際化対応科目 必修 ８単位 

自由選択科目 選択 10単位以上 

計  124単位以上 

 

※各プログラムにおけるプログラム専門科目（60単位）の卒業要件は以下のとおり。 

プログラム 区分 プログラム基盤科目 プログラム発展科目 

数学 

 

必修 ６単位 12単位 

選択 
18単位以上 

（他プログラム２単位含む） 

24単位以上 

（選択必修2単位含む） 

数理情報学 必修 ４単位 12単位 

選択 
20単位以上 

（他プログラム２単位含む） 

24単位以上 

（選択必修2単位含む） 

物理学 必修 20単位 22単位 

選択 
４単位以上 

（他プログラム２単位含む） 
14単位以上 

化学 必修 21単位 24単位 

選択 
２単位以上 

（他プログラム２単位含む） 
13単位以上 

生物科学 必修 22単位 12単位 

選択 
２単位以上 

（他プログラム２単位含む） 

24単位以上 

（選択必修6単位含む） 

自然環境科学 必修 24単位 24単位 

選択 
２単位以上 

（他プログラム２単位含む） 
10単位以上 
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６．多様なメディアを高度に利用して，授業を教室以外の場所で履修させる場合 

（１）実施場所及び実施方法 

本学では，多様なメディアを高度に利用して，授業を教室以外の場所で履修させる方

法として，ビデオ会議システムを利用した同時双方向型の授業と学習管理システム

（LMS）のMoodleを利用したオンデマンド型の授業を行っている。 

 

（２）学則等における規定 

国立大学法人富山大学学則において以下のとおり規定している。 

 

国立大学法人富山大学学則（平成 17 年 10 月１日制定） 

（授業の方法等） 

第 61 条 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれら

の併用により行うものとする。 

２ 学部等及び教養教育院において，教育上有益と認めるときは，文部科学大臣が別に

定めるところにより，前項の授業を，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を

行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 学部等及び教養教育院は，第１項の授業を，外国において履修させることができ

る。前項の規定により，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以

外の場所で履修させる場合についても，同様とする。 

４ 卒業に必要な所定の単位数のうち，第２項及び第３項に規定する授業の方法により

修得する単位数は，60 単位を超えないものとする。 

 

授業を教室以外の場所で履修させる場合には，遠隔授業システムを利用した大学から

の資料や映像の配信など多様なメディアを活用して行い，企業の会議室等の職場又は住

居に近い場所を含む教室以外の場所で受講できるものとする。本講義形態においては，

同時かつ双方向に行われるか，そうでない場合は，当該授業の終了後すみやかに十分な

指導を併せ行うとともに，当該授業に関する学生等の意見の交換の機会が確保されてい

るものとし，大学設置基準第 25 条第 2 項の規定の要件を満たすものとする。 

 

７．編入学定員を設定する場合の具体的計画 

（１）既修単位の認定方法 

本学部が教育上有益と認めるときは，学生が編入学等の前に履修した授業科目につい

て修得した単位を，本学部における授業科目の履修により修得したものとみなし，単位

を認定することができる。既修得単位として認定することができる授業科目等は，次の

とおりとする。 

(1)教養教育科目，理学部共通科目，プログラム専門科目（プログラム基盤科目，プロ

グラム発展科目），横断科目，自由選択科目のうち 62 単位までを認定する。認定方法
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は，教養教育科目，理学部共通科目，横断科目及び自由選択科目については，授業科目

別の認定又は科目区分別の一括認定とするが，プログラム専門科目については授業科目

別の認定とする。 

(2)編入学等の前に大学（短期大学を含む。）又は高等専門学校の４，５年次で修得し

た単位のうち，62 単位を超える単位については，プログラム基盤科目及びプログラム発

展科目で 20 単位を限度として授業科目別に認定する。 

(3)上記(1)(2)の他，本人から単位認定の願い出があった専門科目（１，２年次の開講科

目）については，各プログラムの定めるところにより試験等を実施し，認定単位の合計

が 82 単位を超えない範囲で認定することができる。  

 

（２）履修指導方法 

理学部理学科では，4 名の３年次編入学定員を設ける。学生は，入学試験の際に希望

したプログラム所属する。2 年次までに開講する教養教育科目，理学部共通科目，横断

科目，プログラム専門科目を既修得単位として認定していることから，3 年次以降に開

講するプログラム専門科目を中心に履修することとなる。4 年次進級に必要な単位を修

得後，４年次においては，それまでの学修の集大成として，卒業研究を行う。 

編入学後の履修モデルは資料４のとおり。 

 

（３）教育上の配慮等 

助言教員が各タームの履修登録時に面談を行うことで，４年次進級に必要な単位の履

修を指導する。また，2 年次までに履修する科目の大半を既修得単位として認定するこ

とにより，編入学後の 2 年間で卒業できるように配慮している。 

 

８．企業実習（インターンシップを含む）や海外語学研修等の学外実習を実施する場合の

具体的計画 

（１）実習先の確保の状況 

① インターンシップ 

教育・学生支援機構就職・キャリア支援センターを中心に，富山県インターンシップ

協議会と連携して，インターンシップ先の確保やマッチングを行っている。令和 4 年度

のインターンシップの受け入れ先は資料５のとおり。 

 

② 海外研修（国際コース，以下同じ） 

国際コースの海外研修については，富山大学国際機構と協力し実施する。派遣先は特に理

学部で実績のあるトゥンク アブドゥル ラーマン大学（マレーシア）とする。海外研修

期間は 6 週間（海外研修前 1 週間の事前学習と海外研修後 1 週間の事後学習を含む。）と

する。なお，事前及び事後学習はトゥンク アブドゥル ラーマン大学の担当教員による
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オンライン授業とする。海外渡航期間は 9 月第 1 週から第 4 週（又は第 2 週から第 5 週）

の 4 週間とする。 

・海外研修派遣先：トゥンク アブドゥル ラーマン大学（マレーシア） 

・研修期間：渡航事前学習 1 週間（マレーシアとのオンライン授業） 

      現地派遣 4 週間 

渡航事後学習 1 週間（マレーシアとのオンライン授業） 

合計６週間 

・内容：渡航事前学習（基礎的な英会話，派遣先大学のリサーチ） 

    現地派遣（理系研究室等の見学及び体験授業，語学研修，異文化体験） 

    渡航事後学習（少人数グループによる課題型学習と成果発表） 

・派遣人数：30 人 

・担当本学教員：国際機構教員、理学部教員 

 

また，現地派遣期間やプログラム内容を考慮した上で，大学間あるいは部局間協定校

が提供する短期プログラムへの参加によっても，国際コースの海外研修として認める。 

 

（２）実施先との連携体制 

① インターンシップ 

就職・キャリア支援センターを中心にして，富山県インターンシップ協議会と連携し

て，実施先との連携を行っている。 

 

② 海外研修 

トゥンク アブドゥル ラーマン大学（マレーシア）と，研修の人数や期間および研修

内容といった具体的内容について，富山大学国際機構を通して，実施の連携を行ってい

る。 

 

（３）成績評価体制及び単位認定方法 

① インターンシップ 

インターンシップの成績評価は，実施先での評価に基づき，理学部で学外体験実習の

単位として認定している（5 日間：1 単位，10 日以上：2 単位）。 

 

② 海外研修 

海外研修に当たっては，海外での活動や国内での事前の活動や帰国後の報告を評価し

て，教務委員会で単位を認定する。事前学習，事後学習及び海外留学 1 週間当たり 1 単

位として認定する。 
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９．取得可能な資格 

（１）取得可能な資格 

①中学校教諭一種免許状・高等学校教諭一種免許状（数学，理科） 

国家資格，資格取得可能，卒業要件に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必

要であるが，資格取得が卒業の必須条件ではない。  

②高等学校教諭一種免許状（情報） 

国家資格，資格取得可能，卒業要件に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必

要であるが，資格取得が卒業の必須条件ではない。  

③学芸員 

国家資格，資格取得可能，卒業要件に含まれる科目のほか，学芸員資格関連科目の履

修が必要であるが，資格取得が卒業の必須条件ではない。 

 

10．入学者選抜の概要 

（１）入学者選抜方法 

１）理学部のアドミッション・ポリシー 

  【入学者受入れの方針】 

   理学部理学科では，次のような入学者を求める。 

   ・自然科学を学ぶために必要な基礎知識，論理的思考力，理解力，表現力のある人 

   ・自然界の多彩な現象に強い好奇心を持ち，自然科学を広く学ぶ意欲のある人 

   ・未知の問題を主体的に解明する，旺盛な探究心のある人 

   ・自然科学の領域から，地域社会や国際社会に貢献したい人 

   ・自然科学の知識に加え英語能力を身に付けて，様々な分野で幅広く活用したい人 

 

【求める資質・能力】 

   ・高等学校までの基礎学力を持ち，自然科学のみならず，人文科学や社会科学に関

する広い知識を修得しようとする意欲を持つ人 

   ・高等学校で学習する数学及び理科についての基礎学力を有し，理学の各専門分野

に関する原理や法則，知識や技術を体系的に修得しようとする意欲を持つ人 

   ・強い好奇心・探求心に基づいて科学の諸課題を発見し，自ら学ぶ姿勢を通じて解

決したいという意欲を持つ人 

   ・社会の一員としての責任や倫理観を持って主体的に行動し，地域と国際社会に貢

献しようとする意欲を持つ人 

   ・国際社会で求められる専門的語学力の修得に意欲を持ち，自分の考えを適切に伝

えるとともに他者の考えを理解し，多様な人々と協調・協働しようとする意欲を

持つ人 
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２）入学者選抜の概要 

理学科の 6 プログラムについて大括り入試を行い，2 年次にプログラムを選択する。 

①一般選抜（前期日程） 募集人数：134 名 

理学部の中心となる自然科学分野の能力を評価するために，理科，数学の能力を評

価する募集区分（Ⅰ）及びグローバルに活躍する能力をもった人材を養成するため

に，理科，数学の能力に加えて，英語を活用する能力を重視する募集区分（Ⅱ）によ

り入学者選抜を行う。 

募集区分（Ⅰ）では，大学入学共通テストで高等学校卒業レベルの基礎学力（外国

語，国語，数学，理科，地理歴史・公民，情報※）を評価した上で，個別学力検査で

「数学」又は「数学及び理科」を課し，理学の修学に必要な学力を評価する。 

募集区分（Ⅱ）では，大学入学共通テストで高等学校卒業レベルの基礎学力（外国

語，国語，数学，理科，地理歴史・公民，情報※）を評価するが，外国語の配点割合

を募集区分（Ⅰ）よりも高くする。なお，「英語 4 技能」の換算点を，外国語の配点

の満点を上限に加点できるものとする。その上で，個別学力検査では「数学」又は

「理科」を課し，理学の修学に必要な学力および語学力を評価する。 

  ※平成 30 年度告示高等学校学習指導要領に対応するため，令和 7 年度入学生の入学者

選抜から，大学入学共通テストにおいて「情報」の基礎学力も評価する。 

 

②一般選抜（後期日程） 募集人数：50 名 

   理学部の中心となる自然科学分野の能力を評価するために，理科，数学の能力を評

価する募集区分（Ⅰ）及びグローバルに活躍する能力をもった人材を養成するために，

理科，数学の能力に加えて，英語を活用する能力を重視する募集区分（Ⅱ）により入

学者選抜を行う。 

   募集区分（Ⅰ）では，大学入学共通テストで高等学校卒業レベルの基礎学力（外国

語，国語又は地理歴史・公民，数学，理科，情報※）を評価した上で，個別学力検査

で「数学」又は「理科」を課し，理学の修学に必要な学力を評価する。 

募集区分（Ⅱ）では，大学入学共通テストで高等学校卒業レベルの基礎学力（外国

語，数学，理科，情報※）を評価するが，外国語の配点割合を募集区分（Ⅰ）より高

くする。なお，「英語 4 技能」の換算点を，外国語の配点の満点を上限に加点できる

ものとする。その上で，個別学力検査で「数学」又は「理科」を課し，理学の修学に

必要な学力および語学力を評価する。 

  ※平成 30 年度告示高等学校学習指導要領に対応するため，令和 7 年度入学生の入学者

選抜から，大学入学共通テストにおいて「情報」の基礎学力も評価する。 

 

③総合型選抜 募集人数：24 名 

   本学が実施する第１次選抜では，面接による口述試験により，学習到達度，論理的

思考力，独創性，表現力，コミュニケーション能力，知識，学習意欲，専門分野への
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関心などを評価する。第１次選抜合格者に対して，大学入学共通テストを課し，自然

科学を学ぶために必要な教科・科目の基礎学力を評価する。 

 

④特別選抜（帰国生徒選抜） 募集人数：若干名 

   書類審査，小論文，面接を総合して，学習到達度，論理的思考力，コミュニケーシ

ョン能力，知識，学習意欲などを評価する。 

 

⑤特別選抜（社会人選抜） 募集人数：若干名 

   書類審査，小論文，面接を総合して，学習到達度，論理的思考力，コミュニケーシ

ョン能力，知識，学習意欲などを評価する。 

 

＜社会人の出願要件＞ 

入学前年度の３月 31 日までに満 23 歳に達し，社会人の経験を３年以上(注)有する

者で，次のいずれかに該当するもの  

ⅰ 高等学校又は中等教育学校を卒業した者  

ⅱ 特別支援学校の高等部又は高等専門学校の３年次を卒業（修了）した者 

ⅲ 学校教育法施行規則第 150 条の規定（第６号及び第７号を除く。）により，高

等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者  

（注）定時制・通信制及び夜間部等の学校の在学期間並びに家業及び家事従事者等

としての期間は，社会人の経験期間に含める。 

 

⑥私費外国人留学生選抜 募集人数：若干名 

   日本留学試験で，日本語力，理科及び数学の基礎的学力を評価するとともに，本学

で課す「面接」により，学習到達度，思考力，表現力，学習意欲等を評価する。 

   外国人留学生の受入れにあたっては，経費支弁能力は保証人（親族等）の署名によ

って確認する。在籍管理方法については，事務（教務）が担当する。 

   

 なお，上記の他に本学科では，科目等履修生や聴講生等の受け入れを予定している。受

け入れにあたっては，受け入れ人数は若干名で，申請に応じて審査して受け入れを決定す

る。 
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11．教員組織の編制の考え方及び特色 

（１）教員組織の編制の考え方 

本学では令和元年度から全学的に教育研究組織と教員組織の分離を行い，教員組織と

して学術研究部を創設し，教員は従来の学部・研究部・センター等に所属するのではな

く，各専門領域の研究者から構成される学系に所属している。 

この学系は「人文科学」，「教育学」，「社会科学」，「理学」，「都市デザイン

学」，「工学」，「医学」，「薬学・和漢」，「芸術文化学」，「教養教育学」，「教

育研究推進」の 11 分野から構成されている。 

学系のうち理学部の分野と関連の深い学系は「理学」である。理学系に所属する教員

が一学科に集約し，各分野に対応したプログラムを提供するとともに，プログラム横断

的な教育を提供することにより，既存の学問分野に加えて，専門分野以外への関心を深

め，幅広い視野から課題発見や課題解決に取り組むことのできる人材の育成を目指した

教育研究を行う。 

理学科は，完成年度（令和 10 年 3 月 31 日）時点で，理学系の教授 20 名，准教授 16

名，講師 8 名，助教 9 名の計 53 名の専任教員で構成する。 

これらの専任教員は理学又は関連する分野の学位，もしくは十分な研究業績を有して

いることを，これまでの資格審査で確認している。プログラム別の専任教員数は，数学

プログラム８名，数理情報学プログラム４名，物理学プログラム 11 名，化学プログラ

ム 12名，生物科学プログラム 13名，自然環境科学プログラム 13名で，各分野の教育・

研究を行うために十分な教員数が確保されており，各プログラムの主要な授業科目には，

原則として専任の教授または准教授を配置している。 

各プログラムの主たる学問分野に応じて，数学プログラムは基礎数学を専門とした専

任教員が，数理情報学プログラムは応用数学を専門とする専任教員が，物理学プログラ

ムは物理学を専門とする専任教員が，化学プログラムは化学を専門とする専任教員が，

生物科学プログラムは，生物科学を専門とする専任教員が，自然環境科学プログラムは，

環境科学を専門とする専任教員がそれぞれのプログラム専門科目を担当する。 

 

（２）教員の年齢構成 

理学科の年齢構成は，完成年度（令和 10 年３月 31 日）時点で，30～39 歳が１名，

40～49 歳が 11 名，50～59 歳が 24 名，60～65 歳が 17 名となっている。この年齢構成

は，本学科における教育研究水準の維持向上のうえで問題はない。 

本学の教育職員の定年年齢は「国立大学法人富山大学職員就業規則【資料６】」の第

17 条第 2 項において，65 歳と定めており，本学科においては完成年度時までに定年を

迎える教員が数名存在するが，上述の完成年度時点での年齢構成から判断して問題ない。 
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12．研究の実施についての考え方，体制，取組  

（１）研究の実施についての考え方，実施体制 

  本学では，研究に関する目標として，「学問の継承・発展と基礎的な研究を重視する

とともに，現代社会の諸問題に積極的に取り組み，融合領域の研究を推進する。また，

基礎研究を充実するとともに，「地域と世界に向けて先端的研究情報を発信する総合大

学」を目指す。」と掲げている。 

  目標を実現させるため、特色ある研究の推進と、多様な分野での研究推進を支援する

とともに、世界と地域に向けて研究成果を発信し、将来を担う人材を育成することを目

的として研究推進機構を設置している。中でも研究推進機構の研究推進総合支援センタ

ーでは，自然科学研究や生命科学研究に関する施設設備の管理や共同利用の先端技術利

用の推進を行うだけでなく，優れた設備オペレーション技能を有する人材の育成により，

学内の研究支援にとどまらず地域企業・業界団体との連携・共同研究を促進させており，

研究環境を整備する体制が整っている。 

 

（２）技術職員や URA の配置状況 

研究活動をサポートするために，技術職員 68 名，URA・コーディネーター19 名を配

置している。 

URA・コーディネーターは，①研究者と企業等との連携推進・創出及びコーディネー

ト，②技術移転や共同研究の交渉，企業等のマッチング，③産学連携関連の競争的資金

（事業化・産業化支援）獲得支援及び進捗管理，④共同研究等大型プロジェクト（公的

競争的資金事業等）の企画及び進捗管理，⑤知財（商標権，著作権等を含む）創出支援，

管理，活用の促進，⑥企業への知財・技術シーズ移転コーディネート活動，⑦企業等を

訪問し，組織的連携，地域振興を含めた産業界との連携構築活動，⑧国際連携支援，外

国特許権に関する業務により，研究者の研究活動の活性化や研究開発マネジメントの強

化等を担っている。 

 

13．施設，設備等の整備計画 

（１）校地，運動場 

理学部の教育研究は，五福キャンパスで実施する。本キャンパスは現在，６学部（人

文学部，教育学部，経済学部，理学部，工学部及び都市デザイン学部），２研究科（人

文社会芸術総合研究科及び理工学研究科），２教育部（理工学教育部，生命融合科学教

育部），２学環（持続可能社会創成学環，医薬理工学環）を設置している。また全学の

教養教育が行われるなど，本学における中心的なキャンパスであることから，教育研究

を実施するに当たり十分な環境を備えている。 

また，運動場 46,767 ㎡，体育館（第１～第３）3,573 ㎡を 有し，テニスコート，武

道場，プール等のほか，学生が休息するスペースとして，食堂，売店，学生会館等が備

えられている。 
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（２）校舎等施設 

 新たな理学部では，基本的に現在の理学部講義室，実験室及び研究室を活用する。現

在理学部は４棟（延面積 25,580 ㎡）を有しており，講義室が 19 室，演習室，実習・実

験室が合わせて 126 室である。 

 

（３）図書等の資料及び図書館 

本学附属図書館は，中央図書館，医薬学図書館，芸術文化図書館からなり，本学部が

設置される五福キャンパスにある中央図書館には，人文・社会・自然科学系統の幅広い

図書・資料を収集している。中央図書館の蔵書は約 106 万冊，学術雑誌は約１万 7 千種，

視聴覚資料は約１万１千点を所蔵している。電子ジャーナルは，全学で，Nature や大規

模パッケージを契約，科学・技術・医学を中心に広く購入しており，約１万タイトルを

利用することができる。また，工学部校舎内に工学専門図書室を整備しており，工学分

野全般にわたる専門図書を利用することができる。 

中央図書館の閲覧スペースは，9,589 ㎡，座席数は 750 席，全館で無線 LAN が利用可

能である。平日は 8：45～22：00，土日祝日は 10：00～17：00（試験期間は 20：00）

まで開館し，学生への図書閲覧・貸出の便宜を図っている。また，リフレッシュ・コミ

ュニケーションゾーン，アクティブ・ラーニングゾーン，プレゼンテーションゾーン室

などの様々な学修形態に応じた環境を整備しており，学生の自主的・能動的学修を支援

している。 

 

14．管理運営及び事務組織 

（１）全学体制 

富山大学では，教育研究組織と教員組織を分離し，教員が一元的に所属する組織とし

て「学術研究部」を設け，戦略的な人事計画の立案・実施と高度で特色ある分野横断的

な教育研究を推進している。 

学術研究部には，分野ごとに 11 の学系を設け，本学の教員はいずれかの学系に所属

し，その専門性に応じて学部，研究科等の教育研究組織に配置され，教育・研究等の業

務に従事している。 

 

（２）教授会 

理学部に専任配置される教授，准教授及び講師により構成する教授会を置く。教授会

は，①入学，卒業その他学生の身分に関する事項，②学位の授与に関する事項，③教育

課程の編成に関する事項，④教員の配置に関する事項，⑤その他学長及び理学部長がつ

かさどる教育研究に関する事項について審議する。教授会は，定例会及び臨時会で開催

され，定例会は原則毎月 1 回の頻度で開催される。 
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また，理学部の教育について審議する理学部教務委員会，学生の生活指導及び福利厚

生等に関する理学部学生生活委員会，広報に関わる理学部広報委員会，入試に関わる理

学部入試委員会，就職指導に関わる理学部就職指導委員会，国際交流に関わる理学部国

際交流委員会等を置く。 

 

（３）事務組織 

本学の事務組織は監査課，総務部，財務施設部，学務部，研究推進部，五福高岡地区

事務部，杉谷地区事務部で構成している。事務組織及び各部課の所掌事務の範囲は「国

立大学法人富山大学事務組織規則【資料７】」で明確に定めている。 

また，教育・学生支援機構に，全学的な立場から学生相談の対応，生活指導体制の充

実や課外活動支援の企画・実施を行い，学生支援活動の充実発展に寄与するための「学

生支援センター」及び学生の就職活動支援やキャリア形成支援を行うための「就職・キ

ャリア支援センター」を設置しており，学生の厚生補導を行う体制が整っている。 

 

15．自己点検・評価 

（１）実施体制及び実施方法 

本学では，国立大学法人富山大学大学評価規則第４条第２項の規定に基づき，国立大

学法人富山大学計画・評価委員会を設置し，自己点検・評価を実施している。同委員会

は，評価担当理事を委員長とし，各学系から選出された教授で構成している。また，同

委員会では主に，学校教育法第 109 条第１項に基づく組織及び運営等に係る自己点検・

評価，国立大学法人評価委員会が行う中期計画の評価に関する事項等を審議している。

また，令和 4 年度からは，自己点検・評価等の業務を更に充実するため，評価担当理事

を室長とする国立大学法人富山大学計画・評価室を設置し，評価に関する業務を行って

いる。 

そして，計画・評価委員会や計画・評価室と各部局が密接に連携し，自己点検・評価

を実施するとともに，自己点検・評価報告書を作成している。 

 

（２）評価結果の公表及び活用 

自己点検・評価結果については本学のウェブサイト等を通して大学内及び社会に対し

て広く公表・公開している。また，この評価を通じて，中期目標・中期計画の達成に向

けた取組の改善を検討することとしている。 
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16．情報の公表 

（１）大学全体の公表体制 

本学は，学校教育法第 113 条及び学校教育法施行規則第 172 条の 2 に基づき，公的な

教育機関として，社会に対する説明責任を果たすとともに，その教育の質を向上させる

観点から，広報担当理事を中心に，教育，研究，社会貢献等の大学運営の状況を積極的

に公表している。 

 

（２）大学ウェブサイトにおける情報提供 

公式 Web サイト（https://www.u-toyama.ac.jp）において，大学の理念と中期目標・

中期計画等の大学が目指している方向性を発信するとともに，カリキュラム，シラバス

等の教育情報，学則等の各種規程や定員，学生数，教員数等の大学の基本情報を公表し

ている。具体的には以下のとおりである。 

① 大学の教育研究上の目的に関すること 

② 教育研究上の基本組織に関すること 

③ 教員組織，教員の数及び各教員が有する学位並びに業績に関すること 

④ 入学者に関する受入方針及び入学者の数，収容定員及び在学する学生の数，卒業

又は修了した者の数，進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関する

こと 

⑤ 授業科目，授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

⑥ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること（学

位論文に係る評価に当たっての基準を含む） 

⑦ 校地，校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

⑧ 授業料，入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

⑨ 大学が行う学生の修学，進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

上記①～⑨ 

https://www.u-toyama.ac.jp/outline/information/education-act/ 

ホーム ＞ 大学紹介 ＞ 情報公開 ＞ 教育情報の公開 

⑩ その他 

■学則等各種規程 

http://www3.u-toyama.ac.jp/soumu/kisoku/index.htm 

HOME ＞ 大学紹介 ＞ 情報公開 ＞ 大学運営に関する情報 ＞ 国立大学法人富

山大学規則集 

■学部等の設置に係る情報  

https://www.u-toyama.ac.jp/outline/information/public/establish/ 

HOME ＞ 大学紹介 ＞ 情報公開 ＞ 大学運営に関する情報＞ 学部等の設置に

係る情報 
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■中期目標・中期計画 

https://www.u-toyama.ac.jp/outline/goal-plan/plan/ 

HOME ＞ 大学紹介 ＞ 中期目標・中期計画・年度計画 

■法人評価，認証評価，自己点検・評価 

https://www.u-toyama.ac.jp/outline/goal-plan/assessment/ 

HOME ＞ 大学紹介 ＞ 中期目標・中期計画・年度計画 ＞ 大学評価 

 

また，学生はインターネットを介した「学務情報システム（ヘルン・システム）」

により，学籍情報照会，シラバス閲覧，履修登録，成績照会を行うことが可能である

とともに，PC やスマートフォン等から休講・補講等の情報を確認することができるよ

う，アプリケーション「とみだい iNfo」を公開している。 

 

17．教育内容等の改善のための組織的な研修等 

（１）全学的な取組状況 

本学では，教育・学生支援機構の下に，教育担当理事をセンター長とした，「教育推

進センター」を設置し，教育の質保証や教育評価，全学的FDの企画立案・実施・評価

等を行っている。 

また，大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため，全学的に職務関連

研修を実施するほか，大学職員に必要な知識・技能を習得させ，必要な能力及び資質を

向上させるために以下の取組を実施している。 

① 個人情報保護に関する研修会（役員及び教職員を対象に個人情報保護管理への理

解と意識向上を促すために講義形式で研修を実施するもの） 

② コンプライアンス教育及び研究倫理教育（非常勤職員も含めた全研究者を対象に

研究者の倫理観を醸成し，研究活動における不正行為及び研究費の不正使用を事前

に防止するために，CITI Japan プロジェクトによる e-ラーニングを実施するもの） 

③ 情報セキュリティ研修（本学において情報システム利用ユーザ ID を使用する派遣

社員を含めたすべての教職員を対象に，本学における組織的な情報セキュリティ水

準の向上を促すために，e-ラーニングを実施するもの） 

④ 事務系職員スキルアップ研修（事務系職員を対象に，本学職員における階層（フ

レッシュ～マネージャークラス）ごとに求められる必要な知識を学ぶために，e-ラー

ニングを実施するもの） 

 

（２）理学部理学科における取組 

本学部では，理学部教務委員会及び学生生活委員会を中心に年に 2 回，FD 研修会の企

画立案・実施等を行っている。改組後の理学部理学科においても引き続き FD 研修会を企

画立案・実施する予定である。 
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18．社会的・職業的自立に関する指導等及び体制  

（１）教育課程内の取組 

理学部では就職指導委員会を置き，理学部学生を対象とする求人情報を一括管理し，

学生への効率的な周知を行い，学生の就職支援を積極的に推進している。改組後もこの

取組を継続し，就職率の向上に努める。 

また，情報と職業，理系キャリアデザイン，学外体験実習，科学コミュニケーション

Ⅰ・Ⅱ，科学ボランティア活動といったキャリア教育を行う。 

情報と職業：知的生産活動を情報の収集，蓄積，加工，提供業務として捉え，これに関 

連する職域を踏まえた教師の役割について理解する。 

理系キャリアデザイン：就職に関する意思を高め，業界の動向や企業研究の手法を学 

び，理学の学士としての知識，技術，能力を社会で役立てるた 

めの基礎を身に付ける。 

学外体験実習：職業体験を通して，将来の進路決定や人生設計を考える機会を得て，職 

業意識の育成を図る。 

科学コミュニケーションⅠ・Ⅱ：科学を題材として，コミュニケーション力を養う。 

科学ボランティア活動：理科教育の補助を行う自然科学に関わるボランティア活動を通 

して，理学部で学んでいる自然科学を社会に還元していくため 

の能力を養う。 

 

（２）教育課程外の取組及び適切な体制の整備 

本学では，教育・学生支援機構就職・キャリア支援センターを中心に教育課程外にお

いても，インターンシップを含め学生の幅広い体験・学修の機会を設けて社会的・職業

的自立を支援しており，専門的な学びだけではなく人間として社会人としての総合力の

向上を図っている。更に同センターでは，１年間を通じて多様な就職セミナー・ガイダ

ンスを実施しており，これらは単に就職活動を支援するだけでなく，これから社会を生

き抜くための人間力の形成に結びついている。 

 

（３）適切な体制の整備 

 本学では教育・学生支援機構就職・キャリア支援センターを中心とした就職支援体制

を構築している。本センター会議の委員には，各学部から１名以上の教員も参加し，セ

ンターと学部との連携の下で社会的・職業的自立に向けた取組を推進している。 
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